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【講師プロフィール】
現職︓京都⼤学 ⽂学研究科教授、アジア教育研究ユニット⻑、男⼥共同参画推進センター推進室⻑など。
京都⼤学 ⽂学部哲学科 社会学専攻卒業、同⼤学院⽂学研究科 博士課程 単位取得 満期退学、イタリア政府給費留学⽣として

ミラノ⼤学留学。
神⼾市外国語⼤学講師・助教授、⼤阪⼤学⼈間科学部助教授・教授を経て、2005年より現職。2008年より2012年放送⼤学

教養学部客員教授。内閣府男⼥共同参画会議基本問題調査専門委員会委員（2001〜2011年）、⽇本スポーツ社会学会会⻑
（2005〜2009年、2013〜2015年）、⽇本ジェンダー学会会⻑（2007〜2015年）、関⻄社会学会会⻑（2007〜2010年）、
内閣府男性意識調査検討会座⻑（2011〜2012年）、同地⽅⾃治体における男性相談マニュアル検討会座⻑(2012〜2013年)、
⼤阪府・京都府・滋賀県男⼥共同参画審議会⻑など男⼥共同参画政策にも関わる。⽇本学術会議会員。

専門分野は⽂化社会学、政治社会学、ジェンダー論。

平成28年度

世界経済フォーラムのジェンダーギャップ指数でみると⽇
本のジェンダー平等度は１４５カ国中１０１位。特に、⼤学
型⾼等教育における平等度は、１０６位と信じられないくら
い低い。⼥性研究者割合もOECD加盟国中最低レベルであり、
この状態は、成熟した⺠主主義国とはとてもいえないばかり
か、国際的な学術分野の評価という点でも⼤きな問題である。
この状況を変えるためには、何が必要か、考えてみたい。

対象 学⻑･理事･副学⻑･部局⻑･評議員･副学部⻑･学科⻑の役職にある教員。
その他参加を希望する本学の教職員。(希望者は⼥性研究者⽀援室までご連絡ください。)


